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大
桑
村
議
会
議
長

下
起
　
幸
一

　
村
民
の
皆
様
方
に
は
輝
か
し
い
新

春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　
さ
て
大
桑
村
で
は
今
、
村
づ
く
り

の
方
向
性
を
示
す
第
五
次
総
合
計
画

を
取
り
ま
と
め
て
い
ま
す
。
大
桑
村

ら
し
さ
を
よ
り
一
層
生
か
し
た
村
づ

く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
課
題
も
多
く
、
少
子
高
齢

化
社
会
の
進
展
や
産
業
の
振
興
、
教

育
福
祉
の
向
上
な
ど
諸
課
題
が
山
積

し
て
い
ま
す
。

　
議
会
の
果
た
す
べ
き
役
割
、
責
務

は
ま
す
ま
す
重
要
さ
を
増
し
て
き
て

い
ま
す
。
私
た
ち
議
員
は
、
村
民
の

代
表
と
し
て
の
決
意
を
新
た
に
、
行

財
政
改
革
の
徹
底
と
議
会
の
活
性
化

に
取
り
組
み
、
住
ん
で
よ
か
っ
た
と

思
え
る
村
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
て

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
年
も
よ
り
一
層
の
ご
支
援
、
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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の
ぞ
き
ど
森
林
公
園

使
用
料
の
増
加
要
因

は
。

お
盆
時
期
の
利
用
が

多
く
、
特
に
ケ
ビ
ン
・

バ
ン
ガ
ロ
ー
宿
泊
者
が
増

え
た
。

有
害
鳥
獣
駆
除

ク
マ
の
皮
は
ぎ
防
止

テ
ー
プ
の
需
要
増
に

よ
る
補
正
追
加
だ
が
、
今

年
の
被
害
状
況
と
捕
獲
数

は
。

被
害
は
サ
ル
２
件
、

ク
マ
４
件
、
カ
モ
シ

カ
１
件
。
目
撃
情
報
は
サ

ル
10
件
、
ク
マ
13
件
、
ニ

ホ
ン
シ
カ
２
件
。
捕
獲
は

サ
ル
24
頭
、
ニ
ホ
ン
シ
カ

７
頭
、
イ
ノ
シ
シ
22
頭
だ
。

捕
獲
割
当
頭
数
が
滅
っ

た
カ
モ
シ
カ
を
最
近

見
か
け
る
が
。

造
林
地
が
少
な
く
、

植
林
す
る
木
が
少
な

い
の
で
被
害
を
受
け
て
い

な
い
状
況
だ
。

道
路
橋
梁
費

国
か
ら
の
地
域
の
元

気
臨
時
交
付
金
と
は

新
た
な
も
の
か
。

３
月
補
正
予
算
で
決

ま
っ
た
も
の
で
、
今

回
充
当
し
た
。

大
桑
橋
架
け
替
え

大
桑
橋
の
架
け
替
え

は
、
当
初
は
今
年
度

概
略
設
計
の
予
定
だ
っ
た

が
、
状
況
は
。

現
大
桑
橋
下
流
に
予

定
し
た
が
、
河
川
許

可
の
問
題
も
あ
り
今
年
度

は
予
備
設
計
段
階
、
来
年

度
に
概
略
設
計
と
な
る
。

大
桑
駅
線
道
路
改
良

進
捗
状
況
は
。

上
田
沢
橋
台
の
拡
幅

工
事
が
困
難
な
た
め
、

今
回
設
計
委
託
費
用
を
計

上
し
た
。

信
号
の
取
り
付
け
は

無
理
だ
と
い
う
こ
と

だ
が
、
Ｊ
Ｒ
の
ガ
ー
ド
拡

張
は
可
能
性
あ
る
か
。

高
さ
４
・
５
ｍ
基
準

を
満
た
す
工
事
が
不

可
能
な
た
め
、
現
状
で
は

困
難
だ
。

19
号
か
ら
の
弓
矢
地

区
へ
の
ア
ク
セ
ス
は

３
か
所
と
も
安
全
面

で
不
安
が
あ
る
の
で
、
今

後
し
っ
か
り
と
し
た
計
画

を
。

19
号
線
中
山
歩
道
の
除
雪

通
学
路
で
も
あ
り
高

齢
者
も
利
用
が
多
く
、

除
雪
は
国
交
省
管
轄
で
お

く
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
村

で
も
対
応
で
き
な
い
か
。

村
で
も
手
押
し
除
雪

機
が
２
台
あ
り
、
阿

寺
橋
と
川
向
橋
を
や
っ
て

い
る
。
機
械
を
や
り
く
り

し
検
討
し
た
い
。

中
学
校
に
も
除
雪
機

を
増
や
し
、
校
内
及

び
通
学
路
の
除
雪
に
対
応

で
き
な
い
か
。

大
事
な
点
な
の
で
検

討
す
る
。

下
在
郷
分
館
新
設

新
設
の
経
緯
は
。

分
館
・
区
長
会
よ
り

移
転
新
設
の
要
望
が

あ
っ
た
。
村
と
し
て
も
下

在
地
域
の
緊
急
避
難
場
所

と
し
て
の
必
要
性
を
考
え

て
い
た
の
で
早
急
に
対
応

し
た
。他

へ
移
転
し
た
時
の

今
の
分
館
の
維
持
管

理
は
。集

会
所
と
し
て
利
用

す
れ
ば
、
村
で
維
持

管
理
費
を
出
す
こ
と
に
な

る
。

　一般会計総額　34億8，212万円

一問☆一答

５，７１２万円を追加

補正予算質疑

　１２月定例会は、１２月１１日から２０日までの１０日間の会期で開かれ、委員長報告、

組合議員報告、議長報告、行政報告、監査報告の後、陳情１件を審議。一般質問（６名６件）

が行われた。村長提出議案（報告１件、条例改正４件、補正予算２件）が上程され慎重審

議可決した。
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●
大
桑
村
税
条
例
の
一
部

　
改
正

●
村
税
外
収
入
金
に
対
す

　
る
手
数
料
及
び
延
滞
金

　
徴
収
条
例
の
一
部
改
正

●
大
桑
村
後
期
高
齢
者
医

　
療
に
関
す
る
条
例
の
一

　
部
改
正

●
大
桑
村
保
育
所
設
置
条

　
例
の
一
部
を
改
正
す
る

　
条
例

　
国
の
法
律
等
の
一
部
改

正
に
伴
う
関
係
条
文
の
改

正●
私
立
高
校
に
対
す
る
大

幅
公
費
助
成
を
お
願
い
す

る
陳
情

陳
情
団
体

中
信
地
区
私
学
助
成
推
進

協
議
会会

長
　
中
熊
　
昭
一

結
果
　

全
会
一
致
　
採
択

○
シ
ェ
ル
ビ
ー
ビ
ル
市訪

問

◎
日
程

10
月
25
日
～
11
月
１
日

◎
訪
問
者

貴
舟
村
長
、
岩
佐
副
議
長
、

職
員
（
勝
野
・
小
林
）
、
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
３
名

　
５
月
に
亡
く
な
っ
た
ロ

イ
・
シ
ャ
フ
前
市
長
の
弔

問
と
ジ
ョ
ン
ソ
ン
新
市
長

と
の
懇
談
の
た
め
今
年
度

の
訪
問
団
に
同
行
し
ま
し

た
。

　○
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
と

災
害
協
定
締
結

　
11
月
７
日
、
重
野
長
野

Ｌ
Ｐ
協
会
木
曽
支
部
長
が

来
村
し
、
災
害
時
に
お
け

る
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
に
か
か
る
保

安
の
確
保
や
避
難
場
所
、

仮
設
住
宅
等
に
対
す
る
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
供
給
に
つ
い
て
、

一
般
社
団
法
人
長
野
県
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
協
会
及
び
長
野
Ｌ

Ｐ
協
会
木
曽
支
部
と
「
災

害
時
に
お
け
る
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

に
係
る
協
力
に
関
す
る
協

定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

○
全
国
村
長
サ
ミ
ッ
ト

　
木
島
平
村
長
の
呼
び
か

け
に
よ
る
第
２
回
全
国
村

長
サ
ミ
ッ
ト
が
11
月
15
・

16
日
木
島
平
村
で
開
催
さ

れ
参
加
し
ま
し
た
。
全
国

１
８
４
の
村
か
ら
33
村
の

村
長
、
長
野
県
知
事
、
大

学
の
先
生
方
、
一
般
の
参

加
者
、
１
２
０
名
余
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。

○
要
望
活
動

　
木
曽
川
右
岸
道
路
の
建

設
促
進
や
木
曽
南
部
直
轄

砂
防
の
建
設
促
進
に
つ
い

て
、
同
盟
会
と
し
て
、
南

木
曽
町
、
上
松
町
と
と
も

に
そ
れ
ぞ
れ
の
機
関
に
要

望
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　○
全
国
町
村
長
大
会

　
11
月
20
日
、
全
国
町
村

長
大
会
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
、
全
国
の
町

村
長
が
一
堂
に
会
し
、
相

互
の
連
携
を
一
層
強
固
な

も
の
と
す
る
と
と
も
に
、

地
域
特
性
や
資
源
を
生
か

し
た
施
策
を
展
開
し
、
豊

か
な
住
民
生
活
と
個
性
あ

ふ
れ
る
多
様
な
地
域
づ
く

り
に
ま
い
進
す
る
決
意
を

確
認
し
、
大
震
災
か
ら
の

早
期
復
興
と
全
国
的
な
防

災
対
策
の
強
化
、
真
の
地

方
分
権
改
革
の
推
進
、
地

方
交
付
税
の
充
実
強
化
な

ど
に
つ
い
て
決
議
す
る
と

と
も
に
、
道
州
制
の
導
入

に
反
対
す
る
特
別
決
議
を

行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　○
森
林
づ
く
り
等
表
彰

　
11
月
17
日
、
埼
玉
県
熊

谷
市
で
開
催
さ
れ
た
全
国

育
樹
祭
に
お
い
て
、
「
ふ

れ
あ
い
森
林
づ
く
り
優
良

市
町
村
」
と
し
て
国
土
緑

化
推
進
機
構
理
事
長
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
10
月
16
日
、
長

野
県
治
山
林
道
協
会
の
総

会
に
お
い
て
、
林
道
維
持

管
理
の
優
良
団
体
と
し
て

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

○
木
曽
広
域
連
合
正
副

連
合
長
人
事

　
11
月
27
日
、
田
中
木
曽

町
長
の
退
任
に
伴
う
木
曽

広
域
連
合
の
正
副
連
合
長

人
事
が
決
ま
り
ま
し
た
。

連
合
長
は
宮
川
南
木
曽
町

長
、
代
表
副
連
合
長
は
田

上
上
松
町
長
、
村
長
は
建

設
と
文
化
振
興
を
担
当
し

ま
す
。

　
な
お
、
併
せ
て
町
村
会

の
担
当
に
も
変
更
が
あ

り
、
村
長
は
農
政
林
務
部

長
を
務
め
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

○
尾
上
志
げ
の
さ
ん
に

長
寿
祝
い
金
贈
呈

　
野
尻
上
町
上
の
尾
上
志

げ
の
さ
ん
が
１
０
０
歳
を

迎
え
ら
れ
、
12
月
３
日
長

寿
祝
い
金
を
お
渡
し
し
、

長
寿
を
お
祝
い
申
し
上
げ

ま
し
た
。
尾
上
さ
ん
は
大

正
２
年
11
月
の
お
生
ま
れ

で
す
。

こんなことが決まりました

条
例
改
正

陳

　情

行
政
報
告



◎
９
月
20
日
開
催

　
９
月
定
例
会
終
了
後
、

委
員
全
員
と
議
長
、
村
側

か
ら
村
長
、
副
村
長
、
担

当
課
長
ら
が
参
加
し
、
馬

場
沢
砂
防
え
ん
堤
お
よ
び

下
在
の
蛇
抜
沢
災
害
現
場
、

ナ
ラ
枯
れ
の
発
生
し
た
袖

山
の
現
地
を
視
察
し
た

後
、
国
道
19
号
弓
矢
交
差

点
改
良
事
業
、
村
道
伊
奈

川
１
号
線
改
良
事
業
、フ
ォ

レ
ス
パ
木
曽
の
現
状
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
、
質
疑

を
行
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　

▼
調
査
の
結
果
と
概
要

１
　
視
察
調
査

　
①
馬
場
沢
砂
防
え
ん
堤

平
成
25
年
３
月
に
完
成
し

た
現
地
を
視
察
、
古
谷
課

長
よ
り
透
過
式
え
ん
堤
の

概
要
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
た
。

②
蛇
抜
沢

　
８
月
23
日
の
集
中
豪
雨

に
よ
り
土
砂
流
出
の
あ
っ

た
現
場
を
視
察
し
た
。

③
袖
山

　
カ
シ
ノ
ナ
ガ
キ
ク
イ
ム

シ
に
よ
る
ナ
ラ
枯
れ
の
状

況
を
確
認
し
、
松
下
課
長

よ
り
説
明
を
受
け
た
。

２
　
国
道
19
号
弓
矢
交
差

　
点
改
良
事
業
に
つ
い
て

　
大
桑
駅
付
近
の
交
差
点

改
良
事
業
の
進
捗
に
つ
い

て
、
吉
田
課
長
補
佐
よ
り

説
明
が
あ
っ
た
。
平
成
24

年
度
に
国
道
側
の
用
地
買

収
が
終
了
、
本
年
度
は
橋

梁
の
拡
張
に
と
も
な
う
河

川
協
議
、
来
年
度
拡
張
工

事
、
27
年
度
中
に
土
坑
工

事
が
完
成
の
予
定
。

　
村
道
大
桑
駅
線
の
改
良

は
、
本
年
度
調
査
・
詳
細

設
計
、
来
年
度
用
地
取
得
・

本
工
事
の
予
定
。

３
　
伊
奈
川
１
号
線
改
良

　
事
業
に
つ
い
て

　
３
工
区
の
図
面
に
よ
り

説
明
が
あ
っ
た
。

４
　
フ
ォ
レ
ス
パ
木
曽
の

　
現
状
に
つ
い
て

　
５
～
７
月
ま
で
の
営
業

実
績
に
つ
い
て
、
前
年
度

と
比
較
し
説
明
を
受
け

た
。（

報
告
者 

古
畑
昌
夫
）

◎
10
月
30
日
開
催

　
大
桑
中
学
校
・
小
学
校

の
視
察
調
査

▼
大
桑
中
学
校

　
第
２
校
時
の
授
業
を
参

観
し
、
中
学
校
長
と
懇

談
。
問
題
点
等
に
つ
い
て

意
見
交
換
。
い
じ
め
に
つ

い
て
は
、
面
談
等
や
普
段

の
観
察
の
中
で
は
無
い
と

思
わ
れ
る
。
不
登
校
の
生

徒
は
い
る
が
、
少
し
ず
つ

登
校
し
て
い
る
状
況
。

▼
大
桑
小
学
校

　
第
３
校
時
の
授
業
を
参

観
し
、
小
学
校
長
と
懇

談
。
問
題
点
等
に
つ
い
て

意
見
交
換
。
児
童
数
の
減

少
に
よ
り
来
年
度
は
、
職

員
が
２
名
減
と
な
る
可
能

性
が
あ
る
。
多
様
な
児
童

が
い
て
支
援
が
必
要
な
場

合
も
あ
る
た
め
保
育
園
と

小
学
校
が
更
に
連
携
し
て

対
応
に
あ
た
り
た
い
。

▼
所
感

　
施
設
面
で
は
、
中
学
校

の
一
部
教
室
に
於
い
て
、

冷
房
機
材
設
置
の
必
要
性

を
感
じ
た
。
ま
た
、
平
成

４
年
完
成
で
築
年
数
が
20

年
以
上
経
過
し
た
建
物
の

た
め
今
後
、
改
装
等
検
討

さ
れ
た
い
。
小
学
校
に
於

い
て
は
、
良
好
の
状
態
。

教
員
配
置
に
関
し
て
、
児

童
・
生
徒
の
減
少
に
伴
い
、

教
員
が
減
ら
さ
れ
る
恐
れ

が
あ
る
。
村
費
採
用
に
よ

る
配
置
な
ど
問
題
が
出
て

く
る
。
議
会
と
し
て
、
国

や
県
に
基
準
の
見
直
し
を

求
め
て
い
き
た
い
。

（
報
告
者
　
鈴
木 

武
）
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小学校での授業参観



懇
談
会
の
成
果
は
。

構
想
や
基
本
計
画
に

反
映
す
べ
き
も
の
は

な
か
っ
た
が
、
意
見
は
可

能
な
限
り
採
り
こ
み
た
い
。

村
長
公
約
の
反
映
は
。

施
策
化
と
し
て
は

◆
防
災
拠
点
の
庁
舎

建
設

◆
景
観
・
文
化
振
興
で
の

誇
り
を
持
て
る
村
づ
く
り

◆
あ
て
ら
荘
や
滞
在
型
観

光

◆
国
道
へ
の
ア
ク
セ
ス
道

路
整
備

◆
高
齢
者
等
健
康
福
祉
で

あ
る
。具

体
的
な
年
度
事
業
、

予
算
編
成
に
ど
う
結

び
付
く
か
が
村
民
の
関
心

ご
と
。
こ
の
過
程
を
明
示

す
る
の
が
「
実
施
計
画
」

で
あ
り
、
開
示
は
必
要
と

思
う
が
。
ま
た
、
年
度
事

業
・
予
算
化
で
の
「
優
先
・

重
視
の
考
え
方
」
は
。

毎
年
作
成
す
る
予
算

編
成
の
内
部
資
料
で

あ
り
、今
後
も
開
示
し
な
い
。

松
塩
筑
木
曽
老
人
福

祉
施
設
組
合
で
は
、

11
月
議
会
で
実
施
計
画
の

説
明
を
受
け
る
が
、
年
度

事
業
化
へ
の
進
め
方
が
よ

く
理
解
で
き
る
。
是
非
開

示
を
お
願
い
し
た
い
。

◆
事
業
・
予
算
化
で
の
優

先
、
重
視
の
考
え
方
は
、

①
は
村
民
の
生
存
、
②
は
、

人
口
の
減
少
抑
止
、
③
は
、

よ
り
豊
か
な
生
活
と
考
え

る
。

◆
予
算
を
あ
ま
り
必
要
と

し
な
い
シ
フ
ト
的
事
業
、

例
え
ば
、
防
災
・
減
災
シ

ス
テ
ム
と
地
域
自
治
組
織

の
整
備
等
は
村
民
の
生
存

に
関
わ
る
事
業
で
、
早
急

な
対
応
が
必
要
と
思
う
が
。

指
摘
事
項
は
、
実
施

計
画
の
中
に
入
っ
て

い
る
。
状
況
変
化
や
予
算

額
の
変
動
も
あ
る
の
で
、

年
度
の
重
要
性
と
財
政
上

の
許
容
度
を
見
な
が
ら
進

め
た
い
。

◆
開
示
の
場
合
、
金
額
だ

け
が
先
走
り
し
、
真
に
必

要
な
事
業
推
進
の
妨
げ
に

な
る
場
合
も
あ
る
の
で
適

切
に
対
応
し
た
い
。

26
年
度
主
要
事
業
は
。

大
桑
橋
の
予
備
設
計
、

下
在
阿
寺
線
・
大
桑

駅
線
改
良
工
事
、
下
在
分

館
の
建
設
、
庁
舎
の
調
査

等

計
画
・
実
施
・
検
証
・

評
価
、
是
正
の
管
理

体
制
が
重
要
だ
が
。

毎
年
実
施
の
行
政
評

価
と
後
期
基
本
計
画

策
定
前
に
行
う
前
期
の
達

成
度
評
価
で
対
応
し
た
い
。

この問答は、質

問議員が要約

したものです。質 問質 問質 問
水野　進 議員

第５次総合計画諮問会議

下在阿寺線

より良い施策推進のため

実施計画の開示を

適切に対応する

QQ

Q

Q

QQ

AA

A

A

AA
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今
シ
ー
ズ
ン
は
、
人

命
に
係
わ
る
事
故
が

多
発
し
た
。
来
シ
ー
ズ
ン

に
向
け
て
、
安
全
面
の
対

策
は
考
え
て
い
る
か
。
ま

た
、
ト
イ
レ
清
掃
や
ゴ
ミ

収
集
を
全
額
村
費
で
賄
う

の
で
は
な
く
、
利
用
者
か

ら
も
応
分
の
負
担
を
求
め

る
考
え
は
な
い
か
。

危
険
に
遭
遇
し
な
い

よ
う
に
、
個
々
で
対

応
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が

重
要
。
村
と
し
て
は
、
関

係
機
関
と
の
連
携
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
広
報
、

看
板
設
置
、
パ
ト
ロ
ー
ル

強
化
に
よ
る
対
策
を
検
討

中
。
ゴ
ミ
の
収
集
や
ト
イ

レ
清
掃
は
当
面
の
間
、
村

負
担
で
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
へ
依
頼
し
た
い
。

駐
車
場
が
狭
く
、
近

隣
住
民
の
通
行
に
支

障
が
出
て
い
る
。
ま
た
、

通
行
車
両
の
増
加
に
よ
り

排
気
ガ
ス
等
、
環
境
汚
染

が
懸
念
さ
れ
る
。
こ
れ
ら

の
打
開
策
と
し
て
、
フ
ォ

レ
ス
パ
木
曽
駐
車
場
を
活

用
し
、
富
士
山
入
山
料
の

よ
う
な
「
保
全
協
力
金
」

を
導
入
し
、
渓
谷
の
維
持

管
理
に
充
て
る
考
え
は
な

い
か
。現

状
で
は
、
環
境
汚

染
の
心
配
は
な
い
と

思
う
。
保
全
協
力
金
に
つ

い
て
は
、
多
く
の
方
に
訪

れ
て
ほ
し
い
こ
と
や
、
国

有
林
の
た
め
徴
収
す
れ
ば
、

村
が
国
有
林
管
理
者
へ
利

用
料
支
出
す
る
な
ど
新
た

な
問
題
が
生
じ
る
。

あ
て
ら
荘
は
、
耐
震

診
断
を
実
施
し
て
い

る
の
か
。

一
部
改
築
し
た
建
物

は
、
耐
震
化
が
図
ら

れ
て
い
る
。

木
曽
ふ
れ
あ
い
の
郷

の
中
心
的
存
在
で
あ

る
温
泉
館
を
閉
館
し
た
時

点
で
、
こ
の
事
業
の
継
続

を
放
棄
し
た
印
象
を
受
け

る
。
利
用
計
画
が
示
さ
れ

て
い
な
い
中
、
26
年
４
月

に
県
出
資
事
業
の
「
冒
険

の
丘
」
等
の
施
設
を
移
管

す
る
の
か
。
ま
た
、
発
案

者
は
誰
か
。

移
管
構
想
は
、
県
か

ら
提
示
さ
れ
た
も
の
。

県
で
は
、
県
予
算
で
修
繕

が
完
了
し
た
部
分
か
ら
順

次
移
管
し
た
い
と
の
こ
と
。

村
と
し
て
は
、
あ
て
ら
荘

と
一
体
化
し
て
有
効
活
用

に
努
め
た
い
。

一 般一 般一 般
鈴木　武 議員

Q&A

村政を問
う

阿
寺
渓
谷
入
山
に
協
力
金
の

導
入
を
提
案
す
る

国
有
林
の
た
め
難
し
い

Q

Q

QQ

冒険の丘

渓谷入り口の路上駐車
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A

A

A

A

阿
寺
渓
谷

あ
て
ら
荘

木
曽
ふ
れ
あ
い
の
郷
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第
５
次
総
合
計
画
も

最
終
段
階
の
審
議
会

に
入
っ
て
い
る
。
こ
の
組

織
の
実
効
性
を
ど
う
求
め

る
か
。条

例
に
よ
り
定
め
ら

れ
、
当
て
職
の
方
、

公
募
委
員
等
に
原
案
に
対

し
て
意
見
を
伺
っ
て
、
直

す
べ
き
は
直
し
て
よ
い
計

画
に
し
た
い
。

村
の
審
議
会
等
の
組

識
の
多
く
は
当
て
職

で
あ
り
固
定
化
し
て
い

る
。
も
う
少
し
流
動
的
に

考
え
ら
れ
な
い
か
。

条
例
中
の
学
識
を
有

す
る
者
、
村
長
が
適

当
と
思
う
人
が
今
回
、
10

人
程
入
っ
て
お
り
改
革
を

進
め
て
い
る
。

第
５
次
総
合
計
画
の

中
に
、
文
化
施
設
へ

の
思
い
を
強
く
感
じ
る
が
。

こ
の
10
年
で
目
玉
に

な
る
の
が
庁
舎
建
設

と
思
う
が
、
全
額
自
主
財

源
に
な
る
。
文
化
施
設
と

複
合
な
ら
補
助
が
可
能
で

は
と
考
え
る
。
今
後
、
検

討
委
員
会
等
で
議
論
を
尽

く
し
、
方
向
性
を
考
え
た

い
。

来
年
度
、
地
方
交
付

税
の
見
通
し
は
。

来
年
度
も
16
億
８
千

万
円
程
を
見
込
ん
で

い
た
が
、
過
日
国
の
方
針

が
出
て
別
枠
加
算
が
非
常

に
厳
し
く
な
っ
た
。
こ
れ

が
廃
止
と
な
る
と
総
額
の

約
一
割
が
減
額
と
な
る
。

村
債
の
額
と
依
存
財

源
の
割
合
は
。

村
債
は
交
付
税
措
置

が
80
％
の
辺
地
債
、

70
％
の
過
疎
債
等
を
補
助

裏
と
し
て
４
億
８
千
万
円

程
か
と
思
う
。
依
存
財
源

は
70
～
74
％
程
、
村
税
は

20
％
程
度
と
推
測
し
て
い

る
。

自
主
財
源
の
村
税
、

な
か
で
も
住
民
税
の

落
ち
込
み
が
大
き
い
と
感

じ
る
が
。

担
税
人
口
の
減
も
あ

り
、
企
業
の
動
向
も

加
味
し
て
考
え
る
と
現
存

の
産
業
が
今
の
ま
ま
で
推

移
す
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。

重
要
事
業
と
し
て
村

道
改
修
、
補
修
事
業

と
と
も
に
下
在
分
館
建
て

替
え
が
あ
る
が
、
ど
う
進

め
て
い
く
の
か
。

地
区
の
方
々
か
ら
建

て
替
え
要
望
が
あ
り
、

来
年
度
事
業
と
し
た
。
地

区
へ
は
用
地
等
準
備
を
お

願
い
し
、
村
は
12
月
補
正

で
測
量
設
計
委
託
料
を
計

上
し
た
。

庁舎と中央公民館

この問答は、質

問議員が要約

したものです。質 問質 問質 問
岩佐　孝和 議員

普通交付税決定推移額

0.0

1,800

( 百万円 )

1,600

1,400

1,200

1,000

800

600

400

200

H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25

1,103

1,129

1,223

1,356

1,420

1,537

1,603

1,635

1,663

1,067

Q

Q

Q

Q

Q

Q

Q A

A

A

AA

A

A
第
５
次
の
10
年
間
の
う
ち
に

庁
舎
建
設
は

庁
舎
と
複
合
施
設
も
視
野
に
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閉
館
に
な
っ
て
一
年    

半
、
美
し
い
村
づ
く

り
、
景
観
対
策
と
し
て
温

泉
館
を
撤
去
す
る
考
え
は

な
い
の
か
。

温
泉
館
の
取
り
壊
し

は
、検
討
し
て
い
な
い
。

村
長
公
約
で
、
自
然

に
包
ま
れ
た
美
し
い

村
づ
く
り
と
あ
る
。
撤
去

し
て
三
色
桃
、
し
ゃ
く
な

げ
な
ど
の
花
畑
と
し
て
、

話
題
性
豊
か
な
景
観
整
備

を
す
る
考
え
は
。

大
桑
村
の
将
来
を
見

据
え
る
と
判
断
が
難

し
い
。
フ
ォ
レ
ス
パ
木
曽

周
辺
の
整
備
に
は
努
力
し

て
い
く
。

保
養
セ
ン
タ
ー
阿
寺

荘
も
41
年
経
過
し
、

施
設
の
老
朽
化
と
時
代
に

合
わ
な
い
内
装
と
な
っ
て

い
る
。今
後
の
経
営
方
針
は
。

新
た
な
施
設
の
建
て

替
え
は
考
え
て
い
な

い
。
今
の
施
設
を
有
効
に

使
う
た
め
、
修
繕
な
ど
し

て
営
業
を
続
け
て
い
く
。

の
ぞ
き
ど
森
林
公
園

は
残
り
14
年
間
の
賃

貸
契
約
と
な
っ
て
い
る
。

老
朽
化
施
設
の
対
応
と
今

後
の
入
園
者
増
へ
の
対
応

は
。

維
持
管
理
は
、
の
ぞ

き
ど
運
営
委
員
会
と

村
で
検
討
し
な
が
ら
続
け

る
。
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
な
ど

も
整
備
さ
れ
、
自
然
の
癒

し
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

い
く
。

地
球
温
暖
化
現
象
で

異
常
気
象
が
著
し
く
、

村
内
で
も
い
つ
大
き
な
災

害
に
見
舞
わ
れ
る
か
心
配

さ
れ
る
。
適
正
な
避
難
誘

導
は
。防

災
の
し
お
り
を
基

に
地
域
で
協
力
し
て

避
難
し
て
い
た
だ
く
。

ま
た
、
さ
さ
え
合
い
マ
ッ

プ
が
全
地
区
で
浸
透
す
る

よ
う
社
協
と
協
力
し
て
い

く
。

北
名
古
屋
市
と
友
好

提
携
し
て
い
る
が
、

今
後
の
進
め
方
は
。

子
供
の
交
流
、
高
齢

者
の
交
流
な
ど
今
後

も
続
け
る
。
昨
年
、
災
害

時
相
互
応
援
協
定
を
結
ん

で
い
る
。

第
５
次
総
合
計
画
策

定
に
当
た
り
、
提
案

と
し
て
若
者
を
中
心
に「
未

来
づ
く
り
め
ぐ
み
の
郷
実

行
委
員
会
」
を
設
立
し
て

は
。

行
政
主
導
で
な
く
、

若
い
方
々
か
ら
そ
う

い
っ
た
提
言
が
あ
れ
ば
協

力
し
た
い
。

一 般一 般一 般
木戸　勘一議員

Q&A

村政を問
う

子供交流セミナー ( のぞきど森林公園 )

老人クラブ連合会 北名古屋市との共同作業

Q

Q

Q

Q

Q

Q

Q A

AA

A

A

AA

防災の進め方は

ささえ合いマップの浸透を
図る
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厚
労
省
が
検
討
し
て

い
る
介
護
保
険
制
度

の
見
直
し
で
、
ど
ん
な
こ

と
が
進
め
ら
れ
よ
う
と
し

て
い
る
の
か
。

要
支
援
者
が
利
用
し

て
い
る
訪
問
介
護
と

通
所
介
護
が
保
険
給
付
か

ら
外
さ
れ
、
29
年
の
４
月

か
ら
地
域
支
援
事
業
に
移

す
こ
と
や
、
利
用
料
も
所

得
の
高
い
人
は
１
割
か
ら

２
割
の
負
担
が
検
討
さ
れ

て
い
る
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
の
入
所
を
要
介
護

３
以
上
に
制
限
す
る
こ
と

も
検
討
し
て
い
る
現
在
、

村
内
の
要
支
援
者
は
何
名

か
。
今
回
の
見
直
し
で
、

こ
れ
ま
で
通
り
の
必
要
な

支
援
が
受
け
ら
れ
る
の
か
。

要
支
援
の
認
定
者
は

２
１
３
名
。
そ
の
う

ち
要
支
援
１
と
２
の
方
が

合
わ
せ
て
11
名
、
訪
問
介

護
や
通
所
介
護
、
住
宅
改

修
な
ど
利
用
し
て
い
る
。

見
直
し
で
保
険
給
付
か
ら

外
さ
れ
て
も
、
村
の
新
し

い
予
防
事
業
の
中
で
継
続

で
き
る
よ
う
に
移
行
さ
せ

て
い
く
。

新
し
い
事
業
で
高
齢

者
を
支
え
る
援
助
が

継
続
で
き
る
の
か
。

訪
問
介
護
は
地
域
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
生

か
し
、
通
所
介
護
は
住
民

運
営
の
憩
い
の
場
を
充
実

し
て
い
き
た
い
。

高
齢
者
の
生
活
支
援

が
大
事
な
課
題
と
な
っ

て
い
る
。
介
護
予
防
に
も

つ
な
が
り
、
孤
立
化
を
防

ぐ
た
め
に
も
、
地
域
の
茶

の
間
と
し
て
運
営
し
て
い

る
「
ま
す
や
」
の
よ
う
な

居
場
所
づ
く
り
が
今
後
求

め
ら
れ
る
の
で
は
。

今
後
、
必
要
だ
と
考

え
る
。

　
新
し
い
地
域
支
援
事
業

の
中
で
、
支
援
を
検
討
し

た
い
。公

共
施
設
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
に
つ
い
て

の
具
体
的
な
計
画
は
。

今
後
建
設
す
る
施
設

に
つ
い
て
は
、
す
べ

て
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
し
て

い
く
。あ

て
ら
荘
の
階
段
は

対
応
で
き
な
い
か
。

構
造
上
難
し
い
。

従
業
員
で
対
応
し
て

い
き
た
い
。

弓矢分館のスロープ

ますや

この問答は、質

問議員が要約

したものです。質 問質 問質 問
瓜尾　美佐子 議員

訪
問
介
護
・
通
所
介
護
を
利
用
し
て

い
る
要
支
援
者
へ
支
援
の
継
続
を

予
防
事
業
の
中
で

継
続
で
き
る
よ
う
に
移
行

Q

Q

QQ

Q

Q A

A

A

AAA
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住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
の

助
成
は
補
助
率
を
10

％
と
し
、
空
き
家
対
策
・

下
水
道
の
引
き
込
み
も
対

象
と
す
る
の
か
。

空
き
家
対
策
と
水
洗

化
率
の
向
上
の
た
め

下
水
道
も
対
象
に
す
る
。

今
年
度
の
申
請
件
数
は
17

件
で
、
約
２
３
０
万
円
、

新
築
は
３
件
と
な
っ
て
い

る
。

太
陽
光
発
電
の
申
請

件
数
、
塩
尻
な
ど
に

計
画
さ
れ
て
い
る
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
発
電
へ
の
木
曽

材
の
活
用
の
可
能
性
は
。

太
陽
光
発
電
の
申
請

は
６
件
で
約
70
万
円
。

松
く
い
虫
や
ナ
ラ
枯
れ
が

発
生
し
、
木
材
の
移
動
が

困
難
に
な
っ
て
い
る
。

将
来
的
に
は
木
質
ボ
イ
ラ

ー
の
活
用
な
ど
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
。

中
学
校
の
冷
房
設
備

を
検
討
し
て
い
る
か
。

ま
た
、
最
近
の
発
掘
文
化

財
や
薬
師
堂
の
復
元
な
ど

で
明
ら
か
に
な
っ
た
郷
土

史
を
ま
と
め
、
教
材
や
一

般
向
け
の
わ
か
り
や
す
い

冊
子
に
で
き
な
い
か
。

資
料
館
に
あ
る
貴
重

な
資
料
を
教
材
と
し

て
生
か
し
た
い
。
中
学
校

の
空
調
設
備
は
新
年
度
予

算
で
検
討
す
る
。

村
民
の
課
税
所
得
お

よ
び
起
債
残
高
・
公

債
費
の
見
通
し
の
説
明
を
。

（
別
表
）

コ
メ
の
減
反
政
策
の

見
直
し
の
影
響
は
。

減
反
補
助
金
を
来
年

度
は
半
額
に
し
、
30

年
度
に
廃
止
、
飼
料
用
米

は
増
額
が
検
討
さ
れ
て
い

る
。

Ｊ
Ａ
の
農
業
生
産
法

人
の
見
通
し
、
飼
料

用
米
の
需
要
の
可
能
性
は
。

生
産
法
人
は
計
画
を

一
部
縮
小
し
て
来
年

度
立
ち
上
げ
る
と
聞
い
て

い
る
。
飼
料
用
米
は
、
ラ
ッ

ピ
ン
グ
し
て
和
牛
繁
殖
セ

ン
タ
ー
で
も
使
え
る
と
い

わ
れ
て
い
る
。

第
５
次
総
合
計
画
案

で
も
行
政
と
住
民
の

協
働
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

総
合
計
画
の
具
体
化
の
際

も
住
民
参
加
に
よ
る
検
討

や
自
治
組
織
と
の
連
携
が

必
要
で
は
な
い
か
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

に
よ
る
情
報
の
共
有

化
、
防
災
・
高
齢
者
の
さ

さ
え
合
い
な
ど
で
こ
れ
か

ら
の
自
治
組
織
の
在
り
方

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

一 般一 般一 般
古畑　昌夫議員

Q&A

村政を問
う

第５次総合計画と来年度予算編成は

空き家対策・下水道を
住宅リフォーム助成の対象にする

【課税所得額】 単位：千円

【一般会計地方債現在高の状況】 単位：百万円

【一般会計公債費実質負担額の状況】 単位：百万円

年度 給与 営業等 農業

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

その他 分離 計

H20 4,252,466 271,732 445 659,905 35,686 5,220,234

H21 4,036,379 250,408 0 702,242 3,292 4,992,321

H22 3,622,282 199,022 0 654,323 12,452 4,488,079

H23 3,739,984 156,284 0 627,292 12,305 4,535,865

H24 3,716,838 173,214 0 596,071 22,380 4,508,503

H25 3,665,441 189,601 0 608,175 8,980 4,472,197

前年度末　地方債残高

公債費負担額（当年度償還額）①

①

公債費負担額

（当年度償還額）

村債（当年度新規発行債）　　⑤

当年度末　地方債残高⑥＝①+③+⑤

元利合計②＝③+④

元金　　③

利子　　④

4,733 4,613 4,472 4,428 3,987 3,464 2,957 2,494 2,071

621 651 608 580 566 543 494 448 397

普通交付税措置分（公債費分）② 553 583 563 539 516 507 465 432 397

公債費実質負担額③＝①-② 68 68 45 41 50 36 29 16 0

621 651 608 580 566 543 494 448 397

558 592 554 531 523 507 463 423 376

63 59 54 49 43 36 31 25 21

438 451 510 90 0 0 0 0 0

4,613 4,472 4,428 3,987 3,464 2,957 2,494 2,071 1,695

Q

Q

Q

Q

QQQ

A

A

A

AAA

A
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こ
の
度
、
村
と
国
際
交

流
を
し
て
い
る
姉
妹
都
市

シ
ェ
ル
ビ
ー
ビ
ル
市
を
訪

問
す
る
機
会
を
い
た
だ
い

た
。

　
今
回
は
在
職
中
に
急
逝

さ
れ
た
前
市
長
ロ
イ
・
シ
ャ

フ
氏
へ
の
弔
問
と
、
ジ
ョ

ン
ソ
ン
新
市
長
へ
の
表
敬

訪
問
を
高
校
生
ら
の
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
事
業
に
合
せ
て

我
々
も
同
行
し
た
。

　
シ
カ
ゴ
か
ら
飛
行
機
で

１
時
間
弱
の
シ
ャ
ン
ペ
ー

ン
と
い
う
空
港
に
着
く
と

市
長
と
評
議
員
で
昨
年
大

桑
へ
来
た
ビ
ル
・
シ
ョ
ー

フ
夫
妻
が
出
迎
え
て
く
れ
、

ま
た
こ
の
３
氏
は
滞
在
中

全
日
程
我
々
に
お
付
き
合

い
を
頂
き
感
謝
の
一
言
。

　
シ
ェ
ル
ビ
ー
と
い
う
町

は
人
口
５
千
人
位
で
本
当

に
穏
や
か
な
安
心
し
て
住

め
る
所
。
市
内
で
一
番
高

い
構
造
物
は
地
上
30
ｍ
位

に
あ
る
水
道
タ
ン
ク
。
平

地
だ
か
ら
水
を
上
げ
て
水

圧
を
か
け
配
水
を
し
て
い

る
の
だ
と
思
う
。

　
色
々
な
所
を
案
内
頂
い

た
が
山
を
見
た
記
憶
が
な

い
。

　
前
市
長
の
墓
参
は
同
夫

人
も
同
行
し
、
献
花
と
村

長
か
ら
弔
辞
を
捧
げ
た
。

夫
人
は
涙
ぐ
ん
で
聞
き
入
っ

て
い
た
。

　
他
に
も
Ｉ
Ｈ
Ｉ
工
場
視

察
、
小
学
校
訪
問
、
こ
こ

で
は
以
前
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

で
来
村
し
た
サ
マ
ー
さ
ん

が
先
生
を
し
て
い
て
「
こ

ん
に
ち
は
。
」
と
向
こ
う

か
ら
挨
拶
を
し
て
く
れ
、

こ
の
交
流
事
業
の
成
果
で

あ
ろ
う
。

　
シ
ェ
ル
ビ
ー
を
基
点
に

他
に
も
リ
ン
カ
ー
ン
大
統

領
に
関
係
す
る
公
園
、
墓

地
、
再
現
さ
れ
た
住
み
家
、

ア
ー
ミ
ッ
シ
ュ
と
い
う
独

特
の
生
活
観
を
持
つ
ア
ー

サ
ー
と
い
う
集
落
。
彼
ら

は
原
則
電
気
は
使
わ
ず
、

交
通
手
段
は
馬
車
の
た
め

こ
の
集
落
へ
入
る
と
、
車

の
車
線
の
外
側
に
馬
車
専

用
の
車
線
が
あ
っ
た
。

　
貴
重
な
時
間
も
あ
っ
と

い
う
間
。
別
れ
の
時
は
空

港
ま
で
送
っ
て
頂
き
、
ジ
ョ

ン
ソ
ン
市
長
に
は
来
年
ぜ

ひ
と
も
大
桑
へ
来
て
頂
く

よ
う
伝
え
、
ビ
ル
・
シ
ョ
ー

フ
さ
ん
の
奥
様
の
万
歳
三

唱
で
送
ら
れ
機
上
の
人
と

な
っ
た
。

　
最
後
に
、
市
長
の
お
母

様
、
ス
マ
ー
ト
評
議
員
、

フ
リ
ー
マ
ン
弁
護
士
、
職

員
の
キ
ャ
リ
ー
さ
ん
、
そ

し
て
窓
か
ら
気
楽
に
声
を

掛
け
て
く
れ
た
市
民
の
皆

さ
ん
本
当
に
感
謝
で
す
。

　
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
た
子

ど
も
た
ち
は
異
文
化
に
ふ

れ
貴
重
な
体
験
を
し
、
こ

れ
で
終
り
で
な
く
、
こ
の

事
を
生
か
し
て
、
ま
た
一

歩
で
も
前
へ
進
ん
で
ほ
し

い
と
思
う
。

　
何
よ
り
全
員
元
気
で
今

回
の
事
業
が
達
成
で
き
た

こ
と
を
嬉
し
く
思
い
、
こ

の
交
流
が
長
く
実
の
あ
る

交
流
と
な
る
こ
と
を
願
い

ペ
ン
を
置
く
。

（
報
告
者
　
岩
佐
孝
和
）

紀
伊
半
島
に
、
総
降
雨
量

１
０
０
０
㎜
超
の
記
録
的

大
雨
を
も
た
ら
し
た
平
成

23
年
の
台
風
12
号
。
そ
の

集
中
豪
雨
に
よ
る
深
層
崩

壊
や
土
石
流
の
被
災
地

◆
初
日
は
、
午
前
６
時
出

発
。
那
智
の
滝
・
那
智
大

社
を
見
学
・
参
拝
し
、
那

智
勝
浦
泊
り
。
那
智
の
滝

を
流
れ
る
那
智
川
流
域
も
、

台
風
12
号
に
よ
る
土
石
流

の
氾
濫
跡
が
あ
ち
こ
ち
に

残
り
、
山
崩
れ
や
宅
地
・

田
畑
へ
の
流
出
土
砂
の
堆

積
が
み
ら
れ
、
大
規
模
な

工
事
が
、
今
も
進
め
ら
れ

て
い
る
。

◆
２
日
目
、
午
前
８
時
半

出
発
。
熊
野
本
宮
大
社
を

参
拝
後
、
熊
野
川
を
さ
か

の
ぼ
る
。
木
曽
よ
り
も
谷

深
く
、
空
も
狭
い
奈
良
県

の
十
津
川
村
を
経
由
し
て
、

正
午
に
五
條
市
大
塔
に
到

着
。
昼
食
後
、
木
曽
福
島

出
身
の
紀
伊
山
地
砂
防
事

務
所
長
の
桜
井
氏
か
ら
説

明
を
受
け
、
早
速
、
深
層

崩
壊
現
場
へ
移
動
。

◆
先
ず
は
、
十
津
川
支
流

の
赤
谷
地
区
へ
。
紅
葉
の

美
し
か
っ
た
渓
流
や
キ
ャ

ン
プ
場
の
面
影
は
な
く
、

シェルビービル市訪問

活動報告
・シェルビービル市

・奈良県五条市

議員研修議員研修議員研修
11 月 19 日～ 20 日
奈良県五条市

11月 19 日～ 20 日
奈良県五条市

何
で
も
知
ろ
う

　見
て
や
ろ
う
！

深
層
崩
壊
の
実
態
を
！

何
で
も
知
ろ
う

　見
て
や
ろ
う
！

深
層
崩
壊
の
実
態
を
！

ジョンソン市長（中央）



以
前
の
河
床
か
ら

１０
ｍ
以

上
も
砂
礫
（
砂
と
小
石
）

に
埋
ま
り
、
そ
の
状
態
が

延
々
と
続
く
。
現
場
で
は
、

深
層
崩
壊
現
場
の
異
様
な

凄
さ
に
圧
倒
さ
れ
る
。
幅

４
６
０
ｍ
、
長
さ
１
１
０

０
ｍ
の
崩
壊
、
９
３
５
万

㎥
の
崩
壊
土
砂
に
よ
る
河

道
閉
塞
。
見
え
る
範
囲
で

も
、
右
岸
の
山
の
稜
線
付

近
か
ら
斜
面
全
体
が
、

ざ
っ
く
り
と
え
ぐ
り
取
ら

れ
た
よ
う
に
崩
壊
。
そ
の

全
土
石
が
川
を
埋
め
尽

し
、
更
に
は
対
岸
の
山
の

斜
面
を
か
け
の
ぼ
る
よ
う

な
状
態
で
、
自
然
ダ
ム
も

出
現
。
更
に
は
、
土
石
、

砂
礫
の
流
出
と
堆
積
。
一

般
的
な
言
葉
と
な
っ
た「
深

層
崩
壊
」
ま
さ
し
く
「
百

聞
は
一
見
に
し
か
ず
」。
山

の
半
面
が
崩
れ
落
ち
て
し

ま
っ
た
と
言
っ
た
方
が
、

分
か
っ
て
も
ら
え
る
の
だ

ろ
う
か
。
今
も
残
る
天
然

ダ
ム
の
水
を
抜
き
な
が

ら
、
排
水
路
整
備
・
不
安

定
土
砂
除
去
作
業
、
砂
防

堰
堤
設
置
、
渓
流
保
全
整

備
等
を
進
め
て
い
る
。

◆
次
は
、
十
津
川
本
流
上

流
部
の
清
水
（
宇
井
）
地

区
。
長
時
間
の
降
雨
が
続

い
た
後
、
突
如
、
山
の
斜

面
が
大
規
模
に
崩
壊
。
土

砂
は
、
道
路
を
分
断
し
河

道
を
閉
塞
。
更
に
は
、
対

岸
上
部
ま
で
到
達
し
集
落

を
襲
っ
た
。
死
者
７
名
、

行
方
不
明
４
名
の
人
的
被

害
が
発
生
（
合
掌
）
。
現
在
、

道
路
整
備
も
進
み
、
崩
壊

地
安
定
化
保
護
工
事
や
防

護
土
堤
、
河
道
・
護
岸
工

事
を
大
規
模
に
進
め
て
い

る
。
人
家
が
点
在
す
る
所

で
あ
り
、
復
旧
と
再
発
防

止
工
事
の
早
期
完
成
が
望

ま
れ
る
。

◆
研
修
を
終
え
帰
途
。

午
後
10
時
、
走
行
距
離
約

８
０
０
㎞
に
及
ぶ
意
義
あ

る
研
修
を
無
事
終
了
。

◆
大
桑
村
は
、
「
ど
う
な

の
？
ど
う
す
る
の
？
」
を

再
考
す
る
良
い
契
機
と
な
っ

た
。
災
害
防
止
に
繋
げ
る

よ
う
努
め
た
い
。

（
報
告
者
　
水
野 

進
）

　
平
成
25
年
度
上
半
期
主

要
事
業
定
期
監
査
は
、
財

政
状
況
、
主
要
事
業
執
行

状
況
、
委
託
事
業
執
行
状

況
、
負
担
金
補
助
及
び
交

付
金
執
行
状
況
、
特
別
会

計
執
行
状
況
の
５
項
目
を

監
査
対
象
事
項
と
し
、
11

月
６
日
、
７
日
、
13
日
、

14
日
の
４
日
間
で
実
施
し

た
。

（
監
査
所
見
）
　

　
一
般
会
計
並
び
に
特
別

会
計
の
監
査
対
象
事
務
事

業
４
１
１
件
か
ら
書
類
審

査
12
件
、
現
地
審
査
12
件

を
抽
出
し
、
監
査
を
行
っ

た
。

（
１
）
主
要
事
業
、
委
託

事
業
、
負
担
金
補
助
及
び

交
付
金
の
執
行
状
況

　
工
事
関
係
書
類
は
高
度

な
も
の
に
な
っ
て
い
る
が
、

記
入
誤
り
な
ど
初
歩
的
な

間
違
い
が
目
立
っ
て
い
る
。

提
出
書
類
を
確
認
し
、
改

善
・
修
正
す
る
よ
う
指
導

さ
れ
た
い
。
工
事
写
真
に

つ
い
て
は
、
着
工
前
と
竣

工
が
対
比
で
き
る
よ
う
整

理
さ
れ
た
い
。
現
場
に
お

い
て
は
、
各
事
業
が
適
正

に
竣
工
さ
れ
て
お
り
、
問

題
点
は
見
受
け
ら
れ
な
か
っ

た
。

（
２
）
税
等
の
滞
納
処
理

　
村
税
等
の
滞
納
整
理
に

つ
い
て
は
、
２
年
連
続
で

減
少
し
て
い
た
件
数
が
微

増
し
、
収
納
率
も
前
年
に

比
べ
３
％
ほ
ど
減
少
し
て

い
る
。
当
該
担
当
者
の
み

な
ら
ず
、
関
係
す
る
部
署

が
真
摯
に
取
り
組
み
、
適

正
に
処
理
す
る
よ
う
努
め

ら
れ
た
い
。
ま
た
、
悪
質

と
判
断
さ
れ
る
事
例
に
つ

い
て
は
、
対
処
方
法
等
検

討
さ
れ
た
い
。

（
３
）
未
着
手
事
業

　
遺
物
図
化
委
託
事
業

（
教
育
委
員
会
学
校
総
務

係
）
が
遺
物
整
理
中
の
た

め
年
度
内
に
完
了
出
来
な

い
可
能
性
が
あ
る
旨
説
明

が
あ
っ
た
。
そ
の
他
事
業

に
つ
い
て
は
年
度
内
に
執

行
で
き
る
も
の
と
判
断
で

き
る
。

（
４
）
む
す
び

　
一
般
会
計
・
特
別
会
計

と
も
に
適
正
に
処
理
さ
れ

各
事
業
が
円
滑
に
推
移
し

て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
。

コ
ス
ト
意
識
を
持
っ
て
経

費
の
節
減
に
努
め
、
基
本

理
念
を
忘
れ
な
い
よ
う
住

民
目
線
で
鋭
意
執
行
さ
れ

た
い
。

13 おおくわ議会だより　第 135 号
平成 26年1月23日発行

監
査
委
員

　奥
田
斗
生

横
平
幸
男

監
査
委
員

　奥
田
斗
生

横
平
幸
男

定
期
監
査
報
告

定
期
監
査
報
告

（会計別予算執行状況）

会　　計　　名 予算額（万円） 支出済額（万円） 執行率（％）

一　　　　　般　　　　　会　　　　　計 355,440 153,822 43.3

村 営 水 道 事 業 特 別 会 計 25,839 8,760 33.9

国民健康保険事業特別会計 43,459 18,268 42.0

農業集落排水事業特別会計 13,909 4,744 34.1

公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計 11,232 4,846 43.1

後期高齢者医療事業特別会駅 5,952 2,893 48.6

計 455,831 193,333 42.4

赤谷地区



◎
開
催
日 

11
月
25
日

◎
場
　
所 

木
曽
文
化
公
園

　
第
４
回
定
例
議
会
に
上

程
さ
れ
た
議
案
は
、
条
例

改
正
、
一
般
会
計
・
介
護

保
険
特
別
会
計
の
補
正
予

算
で
あ
る
。
審
議
の
結
果

全
て
原
案
通
り
可
決
承
認

さ
れ
た
。

●
条
例
改
正
４
件

　
３
条
例
は
、
地
方
税
法

の
改
正
に
伴
い
介
護
保
険

料
・
奨
学
資
金
貸
付
・
看

護
師
等
奨
学
金
貸
付
の
延

滞
利
率
の
改
正
。

１
条
例
は
、
木
曽
連
合
議

会
の
定
数
を
現
行
の
22
人

を
20
人
と
す
る
も
の
。

●
平
成
25
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

　
９
７
６
万
円
減
額
し
、

30
億
２
７
３
３
万
円
と
す

る
も
の
。

●
平
成
25
年
度
介
護
保
険

　
等
特
別
会
計
補
正
予
算

　
歳
出
の
当
該
款
項
の
組

み
替
え
の
た
め
補
正
額
は

０
円
。
総
額
は
39
億
８
１

７
７
万
円
。

　
第
３
回
臨
時
会

◎
開
催
日 

12
月
５
日

◎
場
　
所 

木
曽
文
化
公
園

　
所
属
委
員
会
の
任
期
が

本
年
11
月
末
で
終
了
の
た

め
、
平
成
27
年
11
月
末
ま

で
を
任
期
と
す
る
委
員
会

構
成
に
関
す
る
臨
時
会
。

議
長
は
、
上
松
町
の
村
上

氏
を
選
出
。
村
選
出
議
員

の
所
属
委
員
会
は
、
総
務

委
員
に
下
起
議
長
、
福
祉

環
境
委
員
に
瓜
尾
議
員
、

経
済
観
光
委
員
・
運
営
委

員
に
鈴
木
。
監
査
委
員
に

は
、
木
祖
村
の
古
畑
氏
を

選
任
。

（
報
告
者 

鈴
木 

武
）

◎
開
催
日 

11
月
８
日
　

　　
議
案
は
、
平
成
24
年
度

組
合
一
般
会
計
予
算
歳
入

歳
出
決
算
認
定
、
監
査
・

公
平
各
委
員
の
選
任
、
平

成
25
年
度
組
合
一
般
会
計

補
正
予
算
及
び
損
害
賠
償

額
専
決
処
分
報
告
４
件
の

計
８
件
。
審
議
の
結
果
、

原
案
ど
お
り
可
決
承
認
し

た
。

◆
平
成
24
度
決
算
認
定

　
歳
入
45
億
７
１
５
８
万

円
、
歳
出
45
億
５
２
８
７

万
円
。
実
質
収
支
は
、
１

８
７
２
万
円
の
黒
字
決
算

と
な
っ
た
が
、
単
年
度
収

支
で
は
、
５
７
５
万
円
の

赤
字
。
短
期
入
所
の
稼
働

向
上
、
長
期
入
所
の
空
床

期
間
短
縮
、
各
種
加
算
確

保
等
、
サ
ー
ビ
ス
収
入
増

に
努
力
す
る
。

◆
平
成
25
年
度
組
合
一
般

　
会
計
補
正
予
算
　

　
今
後
の
事
業
執
行
に
支

障
を
き
た
し
、
ま
た
、
緊

急
を
要
す
る
経
費
に
つ
い

て
、
８
０
０
万
円
を
追
加

し
、
総
額
を
47
億
７
７
０

０
万
円
と
し
た
。

◆
損
害
賠
償

　
今
回
の
賠
償
案
件
は
、

４
件
で
あ
っ
た
が
、
平
成

24
年
度
の
介
護
事
故
件
数

は
、
前
年
度
比
21
件
増
の

75
件
が
発
生
し
た
。
原
因

の
分
析
把
握
と
職
員
間
の

意
思
疎
通
強
化
、
情
報
共

有
等
に
よ
る
事
故
の
未
然

防
止
を
推
進
す
る
必
要
が

あ
る
。

（
報
告
者 

　
水
野
　
進
）

　
村
で
は
、
第
５
次
総
合

計
画
策
定
に
向
け
、
検
討

委
員
会
を
経
て
審
議
会
で

審
議
さ
れ
て
い
ま
す
。
今

後
10
年
の
間
に
村
が
目
指

す
姿
を
描
く
こ
と
は
大
変

難
し
い
こ
と
で
す
が
、
議

会
と
し
て
も
将
来
を
見
据

え
、
住
み
よ
い
村
づ
く
り

の
た
め
議
論
を
重
ね
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　
議
会
だ
よ
り
も
２
色
刷

り
と
な
っ
て
か
ら
４
回
目

の
発
行
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
わ
か
り
や
す
い
紙

面
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
ご
意
見
等

お
寄
せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

（
木
戸
）

委

員

長
　
横
平
　
幸
男

副
委
員
長
　
木
戸
　
勘
一

委
　
　
員
　
沼
　
　
友
行

　
　
　
　
　
大
前
今
朝
男

　
　
　
　
　
岩
佐
　
孝
和
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組

合

議

会

報

告

松
塩
筑
木
曽
老
人

福
祉
施
設
組
合
議
会
報
告

編
集
後
記

木
曽
広
域
連
合

　
　
　議
会
報
告

「絵手紙」松谷　和代さん（新田） 

生
涯
学
習
教
室
な
ど
で
制
作
し
た
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

作
品
紹
介

作
品
紹
介


